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安全保護具着用の徹底と見直し 

 新年度が始まりました。気持ち新たに作業を行うべく、安全作業の基本となる、

服装及び保護具の装着を正しく見直しましょう。 

① 服装は、袖じまり、裾じまりのよい防水性と透湿性を備えた素材の物を着用する。 

② 履物は、足に合った滑りにくい物を着用する。 

③ 保護具（保護帽、保護・防振手袋、防護ズボン、耳栓、呼子、保護網、保護眼鏡

等、防音保護具）は正しく着用する。 

＜危険対策＞ 

●チェーンソー・刈刃・かまなどの刃物の危険     

●枝・木片・小石・ささなどの飛散物・落下物の危険 

●突出した木・枝植生物などの接触の危険 

●移動・通行・作業場所の地質・地形・環境などの危険 

＜有害対策＞ 

振動・騒音による健康障害防止 

★初心に戻り基本動作含め、安全保護具着用を見直して仕事に取組みましょう！ 

安全確保に向けて重要視されている、「ヒューマンエラー」“人が関わる失敗”と言えるで

しょう。例えば、作業現場でも「ど忘れ」「手元が狂う」「思い違いをする」「タイミングを間

違える」など、いわゆる「ミス」「エラー」「失敗」と言われるもので、誰にでもあるもので

はないでしょうか。そこで、どのようにしたら人は動くのか。それは“ほめる”ということ。

口を開けば駄目出しばかり、そういう状況になった時、その内容が納得のいかないものであ

ればあるほど、指摘された作業者は落ち込んで萎縮するか、反発したりするばかりです。 

作業者に対して駄目出しも必要ですが、そればかりでは管理者の期待に応えようとはしませ

ん。そのためには、作業者の良いところを見て、心を込めて相手の心に響くようにほめてほ

しいものです。ルールを守り、安全管理を徹底させるには、まず相手の心に助言を受け入れ

る「心の余裕」が必要ですが、その「心の余裕」は、駄目出しだけでは出来上がるものでは

ないでしょう。“ほめる”＝“認める”きちんとやっていることを認めて評価することで、人

は嬉しくなり、モチベーションが上がり、ヒューマンエラー防止に繋がります。結果として、

事故や災害も減る。“ほめる文化”とは、そういったものではないでしょうか。 
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ほめる文化がヒューマンエラーを減らす 


